
「
薬
学
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」概
念
導
入

異
分
野
連
携
が
未
来
へ
の
出
発
点

組織委員長　大嶋孝志氏に聞く　（九州大学大学院薬学研究院教授）

「
初
の
試
み
」ポ
ケ
ト
ー
ク
で
同
時
通
訳
サ
ー
ビ
ス

特
別
講
演
で
国
内
３
氏
、海
外
３
氏
招
聘

「
国
際
交
流
」多
様
な
価
値
観
を
組
織
力
に

「参加したい」という声
薬学部以外の学生からも

日本薬学会第年会　３月日から日まで

福岡市のベイサイドエリアで開催
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日
本
薬
学
会
は
３
月

日
か
ら

日
の
４
日
間
、
福
岡
市
の
ベ
イ
サ
イ
ド
エ
リ
ア
に
あ

る
福
岡
国
際
会
議
場
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
Ｂ
館
、
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
で
第
１
４
５
年
会

を
開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
薬
学
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
推
進

異
分
野
連
携
で
拓
く
未
来
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
。
異
分
野
融
合
を
進
め
る
た
め
、
前
年
度
と
同
じ
完
全
対
面
形
式
で

開
催
す
る
。
著
名
な
研
究
者
に
よ
る
特
別
講
演
、
受
賞
講
演
、
最
先
端
の
研
究
成
果
が
集

結
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
一
般
学
術
発
表
は
口
頭
発
表
１
０
９
５

件
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
２
６
８
２
件
と
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
大
嶋
孝
志
年
会
組

織
委
員
長
（
九
州
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
院
教
授
）
は
「
３
月

日
時
点
で
７
千
数
百
ぐ

ら
い
の
参
加
登
録
が
あ
り
ま
す
が
、
８
０
０
０
人
の
参
加
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
発
表

し
な
い
学
部
４
年
生
以
下
や
中
高
生
の
参
加
は
無
料
な
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
若
い
人
に
薬

学
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

（
日
本
薬
学
会
第
１
４
５
年
会
特
集
　
４
～
５
面
）

　
大
嶋
委
員
長
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
思

い
に
つ
い
て
「
薬
学
会
の
年
会
は
各
支
部
が
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
九
州
で
の
開
催
は


年
ぶ
り
、
そ
し
て
福
岡
で
の
開
催
は
実
に

年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
修
士
課
程
１
年
生
の

時
に
初
め
て
参
加
し
た
薬
学
会
年
会
が

年
前
の

福
岡
年
会
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

年
経
っ
た

わ
け
で
す
が
、
日
本
そ
し
て
世
界
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
薬
学
分
野
に
お
い
て
も
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
薬
学
は
、
も

と
も
と
物
理
学
、
科
学
、
生
物
、
医
療
、
臨
床
な

ど
多
様
な
学
問
領
域
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
必

要
な
総
合
科
学
の
分
野
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
枠

組
み
の
中
で
、
直
面
し
て
い
る
様
々
な
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
年
会
で
は
、
従
来
の
垣
根
を
超

え
た
異
分
野
連
携
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
に

『
薬
学
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
推
進

異
分
野
連
携
で

拓
く
未
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
テ
ー
マ

に
設
定
し
ま
し
た
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉

は
、
元
は
生
物
学
の
用
語
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植

物
が
お
互
い
に
立
ち
入
り
合
い
な
が
ら
一
つ
の
生

態
系
を
作
り
上
げ
て
い
く
様
を
示
し
て
い
る
も
の

に
な
り
ま
す
。
年
会
で
は
、
こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

と
い
う
概
念
を
薬
学
領
域
に
拡
張
し
、
薬
学
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉
を
新
た
に
定
義
し
ま
し

た
。年
会
を
、異
な
る
部
会
、学
会
、国
、業
種
、

そ
し
て
研
究
手
法
、
世
代
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
垣

根
を
超
え
て
、
お
互
い
の
情
報
を
交
換
し
、
お
互

い
を
よ
く
理
解
し
、
お
互
い
の
つ
な
が
り
を
強
く

深
く
す
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

完
全
対
面
形
式
に
し
た
の
も
、
異
分
野
交
流
に
よ

っ
て
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
フ
ェ
イ
ス
・

ト
ゥ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
で
密
に
直
接
議
論
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
強
く
思
っ
て
い
る
た
め
で
す
」
と
話

す
。

　
会
場
と
な
る
福
岡
国
際
会
議
場
、
マ
リ
ン
メ
ッ

セ
福
岡
Ｂ
館
、
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
は
、
一
つ
の
敷

地
内
に
あ
る
た
め
、
参
加
者
は
、
移
動
ス
ト
レ
ス

を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
も
、
よ
り
多
く
の
交
流

の
機
会
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
異
分
野
交
流
の
一

つ
と
し
て
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
年

会
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
メ
イ
ン
の

２
会
場
で
ポ
ケ
ト
ー
ク
を
使
っ
た
同
時
通
訳
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
大
嶋
委
員
長
は
「
こ
れ
に
よ
り
、
海
外
か
ら
参

加
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
は
、日
本
語
の
発
表
を
、

テ
キ
ス
ト
に
は
な
る
の
で
す
が
、
母
語
に
変
換
し

て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
講
演
を
聞
く
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
ま
た
日
本
の
参
加
者
も
英
語
で
の

講
演
が
数
多
く
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
日
本
語
に
変

換
し
た
状
態
で
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
言
語
の
壁
を
取
り
払
っ
た
状
態
で
よ

り
円
滑
な
国
際
的
な
議
論
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
。

　
今
回
、
非
常
に
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
一
般

講
演
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
大

嶋
委
員
長
は
「
こ
こ
数
年
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
数
が

か
な
り
増
え
て
ま
し
て
、
元
の
状
態
に
戻
し
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
も
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
企
画
さ
れ
、
ど
れ
も
非
常
に
魅
力
的
だ
っ

た
の
で
、
全
て
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
般
口

頭
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
関
し
て
も
、
例
年
を

超
え
る
、
今
ま
で
で
最
高
の
件
数
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
ど
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
内
に
収

め
る
か
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
編
成
委
員
の
先
生
方
が
非
常
に
苦
労
さ
れ
た

の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
朝
８
時
半
ス
タ
ー
ト
で

夕
方
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
や
る
と
い
う
か
た
ち
に
な

っ
て
い
ま
す
」

　
特
別
講
演
は
、
国
内
講
師
３
氏
、
海
外
講
師
３

氏
を
招
聘
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
紹

介
す
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
は
、
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス

（
鉄
依
存
性
細
胞
死
）
を
発
見
し
た
、
マ
ー
カ
ス

・
コ
ン
ラ
ッ
ド
博
士
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ビ
ー
・
Ｇ

・
ド
イ
ル
博
士
は
革
新
的
な
有
機
化
学
と
情
報
化

学
の
融
合
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
韓
国
の
キ
ム
・

サ
ン
ゴ
ン
博
士
は
、
薬
物
動
態
学
と
薬
物
対
策
研

究
の
第
一
人
者
だ
。

　
日
本
か
ら
は
、
ス
ト
レ
ス
応
答
シ
グ
ナ
ル
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
、
一
條
秀
憲
東
京
科
学
大
学

特
別
栄
誉
教
授
。不
正
合
成
科
学
の
巨
匠
で
あ
り
、

精
密
有
機
合
成
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
柴
﨑
正

勝
微
生
物
化
学
研
究
所
理
事
長
・
所
長
。
神
経
薬

理
学
の
先
駆
者
で
あ
り
、
慢
性
疼
痛
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
解
明
に
挑
戦
し
て
い
る
、
井
上
和
秀
九
州
大
学

高
等
研
究
院
特
別
主
幹
教
授
。

　
今
回
新
た
に
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

導
入
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す
べ
き
も

の
を
紹
介
す
る
。

　
化
学
関
連
の
３
つ
の
学
術
領
域
研
究
Ａ
に
よ
る

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
。

　
学
術
変
革
領
域
Ａ
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
高
度

精
密
有
機
合
成
の
新
展
開
（
デ
ジ
タ
ル
有
機
合

成
）
」
で
は
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
実
験
科
学
と
情
報
科
学
の
異

分
野
融
合
に
取
り
組
み
、
新
た
な
有
機
合
成
化
学

の
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
有
機
合
成
を
背
景
に
し
て
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
た
な
反
応
開
発
研
究
や
反
応

の
最
適
化
研
究
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
を
展
開
し

て
い
る
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
研
究
成
果

を
発
表
す
る
。

　
ラ
ジ
カ
ル
（
不
対
電
子
を
も
つ
原
子
や
分
子
）

は
、
古
く
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
活
性
種
だ
が
、

そ
の
制
御
は
容
易
で
は
な
い
。
実
際
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
従
来
の
有
機
合
成
化
学
で

は
、
ラ
ジ
カ
ル
の
高
い
反
応
性
を
扱
い
あ
ぐ
ね
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
可
視
光
や
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
穏
和
な
条
件
で
ラ
ジ
カ
ル
を

発
生
さ
せ
る
方
法
を
有
機
合
成
化
学
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
反
応
制
御
の
新
た
な
可
能
性
が
拓
か

れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
新
し
い
研
究
の
流
れ
を
、
炭

素
資
源
変
換
を
革
新
す
る
確
か
な
学
術
基
盤
の

構
築
に
つ
な
げ
る
た
め
、
学
術
変
革
領
域
Ａ
「
炭

素
資
源
変
換
を
革
新
す
る
グ
リ
ー
ン
触
媒
科
学
」

で
は
、
化
学
か
ら
物
理
学
に
ま
た
が
る
広
範
な

分
野
の
融
合
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
薬
学
研
究
と
の
接
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
新
規
骨
格
形
成
反
応
や
化
学
・
立
体
選
択
的

変
換
反
応
な
ど
の
反
応
開
発
と
、
こ
れ
ら
の
反
応

を
活
か
し
た
複
雑
分
子
の
構
築
、
さ
ら
に
新
規
生

物
活
性
分
子
創
製
研
究
へ
の
展
開
に
つ
い
て
議
論

す
る
。

　
近
年
、
生
命
機
能
の
解
明
や
病
態
の
解
析
に

お
い
て
、
新
し
い
現
象
が
発
見
・
報
告
さ
れ
、
生

命
機
能
の
理
解
が
一
層
進
ん
で
い
る
。
レ
ド
ッ
ク

ス
に
よ
り
制
御
さ
れ
る
生
命
現
象
の
中
で
も
、
酸

化
ス
ト
レ
ス
へ
の
応
答
を
担
う
分
子
と
し
て
生

体
内
の
硫
黄
分
子
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
特

に
直
鎖
状
に
硫
黄
分
子
が
連
結
し
た
超
硫
黄
分

子
の
生
体
内
で
の
機
能
が
報
告
さ
れ
て
き
て
お

り
、
同
族
元
素
で
あ
る
セ
レ
ン
分
子
と
共
に
、
こ

れ
ら
の
生
体
内
で
の
機
能
の
解
明
に
向
け
て
盛
ん

に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。新
し
い
発
見
に
は
、

新
し
い
検
出
・
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
開
発
が
鍵

に
な
る
。
「
レ
ド
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
た
め

の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
・
検
出
技
術
の
最
前
線
」で
は
、

超
硫
黄
分
子
の
検
出
・
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
先

端
研
究
に
つ
い
て
、
第
一
線
の
研
究
者
が
紹
介
す

る
。

　
ま
た
「
レ
ド
ッ
ク
ス
超
分
子
・
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ

ス
研
究
の
最
先
端
―
薬
学
へ
の
新
展
開
」
も
注
目

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
。
こ
れ
ま
で
活
発
に
研
究
さ

れ
て
き
た
反
応
性
の
高
い
酸
素
で
あ
る
活
性
酸
素

種
Ｒ
Ｏ
Ｓ
や
活
性
窒
素
種
Ｒ
Ｎ
Ｓ
に
加
え
、
超
硫

黄
分
子
種
や
金
属
な
ど
、
多
種
多
様
な
活
性
種
・

超
分
子
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
生
体
内
の
レ

ド
ッ
ク
ス
環
境
の
理
解
、
疾
患
と
の
関
与
に
つ
い

て
分
子
レ
ベ
ル
で
の
研
究
が
飛
躍
的
に
進
展
し
て

い
る
。
特
に
、
鉄
依
存
的
な
ラ
ジ
カ
ル
脂
質
酸
化

反
応
を
伴
う
細
胞
死
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
の
発
見
以

降
、
脂
質
酸
化
反
応
の
制
御
因
子
が
多
数
同
定
さ

れ
、
そ
の
研
究
成
果
は
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
飾

る
研
究
領
域
に
な
っ
た
。こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
マ
ー
カ
ス
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
博
士
を
迎
え
、
日
本

に
お
け
る
レ
ド
ッ
ク
ス
超
分
子
・
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ

ス
研
究
の
第
一
人
者
と
と
も
に
、
こ
の
原
理
や
疾

患
と
の
関
与
、
毒
性
学
、
創
薬
へ
の
展
開
に
つ
い

て
議
論
す
る
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
し
て
も
２
つ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
か
ら
薬
剤
師
の
未
来
を
考
え
る
」で
は
、行
政
、

教
育
機
関
、
医
療
機
関
、
企
業
な
ど
、
様
々
な
立

場
で
、
Ｒ
Ｗ
Ｄ
（
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
）
が

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
薬
剤
師
の
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
の
過
程
で
生
じ
す
る

課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
「
産
学
連
携
を
加
速

す
る
Ａ
Ｉ
創
薬
・
Ａ
Ｉ
医
療
」
で
は
、
Ａ
Ｉ
創
薬

と
Ａ
Ｉ
医
療
の
２
つ
の
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
技
術

を
適
用
し
た
、
最
前
線
の
事
例
と
し
て
、
創
薬
領

域
に
お
け
る
基
盤
モ
デ
ル
の
考
え
方
、
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
化
さ
れ
た
各
種
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
、
Ａ
Ｉ
技
術

に
よ
る
計
算
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
と
知
見
の
抽

出
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
予
防
薬
学
・
環
境

薬
学
」
が
行
わ
れ
る
。
大
嶋
委
員
長
は
「
日
本
薬

学
会
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
薬
学
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
国
際
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
て
、
毎
年
、
年
間

に
お
い
て
次
世
代
薬
学
ア
ジ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
設
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
な
展
開
を
目
指
し
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
以
外
の
国
々
と
の
連
携
も
強
化
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
衛
生
薬
学
の

分
野
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

し
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、
そ
し
て
日
本
か
ら

合
計
６
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
登
壇
し
、
各
国
に

お
け
る
衛
生
薬
学
の
現
状
そ
し
て
課
題
な
ど
を
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
日
本
薬
学
会
の
国
際
交
流
の
取
り

組
み
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
て
い
ま
し
て
、
年
会

全
体
の
海
外
か
ら
の
参
加
者
が
毎
年
増
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
２
年
前
は

人
だ
っ
た
参
加

者
が
去
年
は

人
、
今
年
は
現
時
点
で
１
２
２
人

の
参
加
登
録
が
あ
り
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
海
外
の
方
々
に
、
年
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
さ
き
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
ポ
ケ

ト
ー
ク
に
よ
る
ラ
イ
ブ
通
訳
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
国
際
交

流
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
」
。

　
今
年
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
組
織
を

作
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
医
療
、
教
育
、
行
政
、

製
薬
を
含
む
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
誰
も
が
未
来

に
向
か
っ
て
夢
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
組
織
の
進

化
を
目
指
し
て
、
３
人
の
講
師
に
よ
る
討
議
が
行

わ
れ
る
。

　
大
嶋
委
員
長
は
「
薬
学
分
野
に
お
い
て
も
、

多
様
な
価
値
観
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
尊
重

し
、
そ
れ
を
組
織
の
力
に
変
え
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
研
究
や
教

育
、
医
療
現
場
で
性
別
・
国
籍
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
違
い
を
超
え
て
活
躍
で
き
る
環
境
を
作
る

と
い
う
の
が
、
何
よ
り
も
大
切
に
な
っ
て
い
ま

す
」
。

　
今
回
の
年
会
で
は
、
薬
剤
師
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
強
化
し
て
お
り
、
薬
剤
師
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
発
表
な
ど
は

日
に
集
中
さ
せ
、
そ
の
日

だ
け
の
参
加
登
録
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
本
格

的
な
医
薬
分
業

周
年
を
迎
え
、
薬
局
薬
剤
師
は

多
岐
に
わ
た
る
院
外
処
方
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
、
専
門
性
向
上
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
福
岡

市
薬
剤
師
会
は
九
州
大
学
と
連
携
し
、
薬
物
動
態

学
や
薬
理
学
の
基
礎
を
学
び
、
個
別
最
適
な
薬
物

療
法
を
実
践
す
る
卒
後
研
修
を
策
定
し
て
い
る
。

薬
剤
師
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
薬
局
薬
剤
師
が
薬
物
依

存
の
砦
に
な
ろ
う
」
は
、
福
岡
県
薬
剤
師
会
が
中

心
と
な
っ
て
４
つ
の
講
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

継
続
的
な
研
修
の
意
義
と
、
大
学
・
病
院
薬
剤
師

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
薬
剤
師
の
資
質
向
上
に
つ

い
て
議
論
す
る
。

　大嶋委員長は「私自身のことにはなる
のですが、年会は、研究室の中から全員
が行くわけではなくて、ある程度限られ
た人が行くので、毎年、年会に参加する
だけの成果を出そうという、自分に対す
るプレッシャーとしてかけていました。
やはり年会は日本薬学会の中で一番大き
なイベントですので、それに参加して、
こう発表するんだというのは研究のモチ
ベーションになっていました。また、例
年はそういうことはないんですが、今回
については、実は日本化学会の年会が全
く同じ日にかぶっているんです。そのた
め『こちらの方には参加できません』と
いったことも言われているんですが、例
えば、薬学部とは違う他学部の学部学生

などに、薬学会というのがあって、ただ
で参加できて、いろんな最先端の研究を
聞けますよと案内を出すと、かなりの研
究室から学生さんが参加したいという話
もいただいています。こうした取り組み
は今後も重要になってくると思います。
私自身も、いったん薬学から離れて理工
学部でポジションを取っていた時がある
のですが、やはり考え方とかが全然違う
んですよ。最初はすごく戸惑ったんです
が、後になって、そういう交流がすごく
生きてきます。私の場合は、薬学から理
工だったのですが、理工の方々が薬学会
に来て、薬学のいろんなサイエンスを知
るのは非常にいい機会だと思っていま
す」と話す。





実施取極に基づく本枠組みは、日本の研究
助成機関である日本学術振興会（JSPS）、科学技術振興機構（JST）および
日本医療研究開発機構（AMED）から支援を受けている日本の研究者（※）
を対象としています。 （※）それぞれの機関において対象事業に指定があり
ます。 後述「詳細情報」内の各機関の専用ページを参照ください。

欧州研究会議（ERC）実施取極に基づく欧州トップクラスの
研究者との共同研究

申込・登録資格 実施取極に基づく2025年の申込・登録を現在受付中

2025年の申込・登録受付中！

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_user-haken.html
https://www.jst.go.jp/world/erc/index.html
https://www.amed.go.jp/aboutus/collaboration/ia.html
https://euin.jp/ERC10032025

欧州トップクラスの研究者との共同研究の機会をお探しですか？ 欧州研究会議（European Research Council：ERC）
では、ERCと日本の研究助成機関との間で締結した実施取極に基づき、日本の研究者にERCから研究費の助成を
受けている欧州の研究チームに一定期間参加するまたとない機会を提供しています。実施取極の枠組みを通じて、
国際経験を積み、新しい人脈を築き、様々な分野で最先端の研究プロジェクトに参加することができます。

日本の研究助成機関は、現在、日本からの研究者の受
入れを希望しているERC研究チームのリストを配布し
ています。欧州トップクラスの研究者と共同研究を実施
するこの機会お見逃しなく！

J S P S
J S T
AMED

詳細情報は、各研究助成機関の専用ページをご覧下さい

EU代表部





日
本
分
光

ユーザーの声を形に　旋光計Ｐ－シリーズ登場

データ駆動型アプローチの強化に
化学系の情報プラットフォーム

生物活性データも充実

化学情報協会

実験に合わせ作業環境創造
はたらき心地よいラボシステムオ

カ
ム
ラ

他社製品との接続も可能
より厳格に保存物管理

ク
ラ
ウ
ド
型
ラ
ボ
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｈ
Ｃ

注目の一般学術発表

日
本
薬
学
会
年
会
　

関
連
製
品

株式会社 科学新聞社 営業部　〒105-0013 東京都港区浜松町 1-2-13 江口ビル別館
TEL . 03-3434-3741　 E-mail：eigyo@sci-news.co.jp

お申し込み／お問い合わせお申し込み／お問い合わせ

●毎週金曜日に最新号がアップされ、新聞をPDFで
　読むことができるサービスです。
●過去1年分の新聞を無料で読める！ 

科学技術分野の情報提供を目的とした会員制
情報配信サービスです。科学新聞社に集まる科学
情報（国内の大学や研究機関・行政機関・企業・
団体の最新ニュースや・研究公募情報など）を
週１回・月曜、年48回配信します。

「科学新聞デジタル版」と「Science 
News Weekly(SNW)」を同時購読で
お申し込みいただくと、SNWがサービス
購読できます。それぞれ単体での申し
込みよりも、お得な料金プランです。

 購読の詳細・サンプル・申し込みはこちら

デジタル版・SNWセット デジタル版 SNW

https://sci-news.co.jp/subscribe/

直近の科学技術・学術研究情報や研究公募情報がまるわかり

「科学新聞デジタル版」
「Science News Weekly (SNW)」

「Science News Weekly (SNW)」

「科学新聞デジタル版」

セット購読が
超お得です

（５） 第４０１２号第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）３月２１日（金曜日）（週　刊）

　
日
本
分
光
（
東
京
都
八
王
子
市

石
川
町
２
９
６
７
―
５
）
は
旋
光

計
Ｐ
―
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
を
リ

リ
ー
ス
し
た
。
３
月

日
か
ら
開

催
さ
れ
る
日
本
薬
学
会
第
１
４
５

年
会
の
併
催
展
示
会
で
初
出
展
す

る
。

　
【
５
つ
の
特
長
】

　
①
薬
局
方
に
準
拠
＝
ナ
ト
リ
ウ

ム
ラ
ン
プ
Ｄ
線
で
の
測
定

　
②
高
い
操
作
性
＝
直
感
的
に
操

作
で
き
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

　
③
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
管
理

＝
Ｇ
ｘ
Ｐ
に
準
拠
し
た
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
選
択
で
Ｄ
Ｉ
を
サ
ポ
ー
ト

　
④
最
適
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

維
持
＝
旋
光
板
な
ど
を
使
用
す
る

日
常
点
検
機
能
を
搭
載

　
⑤
省
ス
ペ
ー
ス
設
計
＝
コ
ン
パ

ク
ト
（
Ｐ
―
４
１
０
０

Ａ
３
サ

イ
ズ
相
当
）
で
設
置
ス
ペ
ー
ス
は

前
期
種
比
最
大

％
減

　
同
時
リ
リ
ー
ス
の
角
型
セ
ル
は

微
量
試
料
で
も
気
泡
を
含
み
に
く

い
た
め
、
使
い
や
す
い
。
ユ
ニ
ー

ク
な
形
状
で
各
国
の
意
匠
を
取
得

済
み
で
あ
る
。Ｐ
―
４
０
０
０
は
、

長
寿
命
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
搭
載
の
「
Ｐ

―
４
１
０
０
」
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ

ン
プ
搭
載
の「
Ｐ
―
４
２
０
０
」、

多
波
長
測
定
に
対
応
し
た
「
Ｐ
―

４
３
０
０
」
の
３
機
種
か
ら
選
択

で
き
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
１
７
０
２

５
認
定
（
旋
光
板
）
の
校
正
機
関

で
あ
る
日
本
分
光
か
ら
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
新
シ
リ
ー
ズ
。
製
薬
業
界

を
は
じ
め
と
す
る
現
場
で
旋
光
計

の
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
＜
問
い
合
わ
せ
先
＞
日
本
分

光
、
電
話
０
４
２
―
６
４
６
―
４

１
１
１（
代
表
）　https://www.

jasco.co.jp/jpn/product/P-4000/i
ndex.html

旋
光
計
「
Ｐ
―
４
２
０
０
」
㊧

と
３
ｍ
ｍ
角
型
石
英
セ
ル

　CAS  SciFinder  Discovery 
Platform™ for Academic＝写
真＝は、化学情報に加え、
創薬研究に必要なデータの
収集をサポートする情報ソ
リューションへと進化し
た。この製品は、情報の信
頼性と網羅性が高い評価を
受け、化学系の研究者にと
って定番となっている情
報プラットフォームであ
る。
　年からＣＡＳはライ
フサイエンス分野の情報を
拡充し、生物活性データを
統合。核酸・タンパク質の

配列情報を億以上収録す
るとともに、塩基・アミノ
酸配列を検索キーとする配
列検索機能を強化した。こ
れにより、ライフサイエン
ス分野の研究者にとっても
有用な情報ツールになって
いる。
　特に、構造活性相関（Ｓ
ＡＲ）やＡＤＭＥＴ（吸収、
分布、代謝、排泄、毒性）
などの生物活性データは、
医薬品開発の初期段階に欠

かせない情報だ。異なるデ
ータソースから情報を集め
る手間をなくし、CAS SciFi
nderに統合されたデータ
ベースを活用することで、
情報収集にかかる時間が大
幅に短縮される。
　さらに、年５月に
はCAS  BioFinder  Discovery 
Platform™をリリースした。
ターゲット探索や構造活性
相関、オフターゲット効果
の評価をスピ
ードアップす
るため、予測
値も含めた生
物活性デー
タ、リガンド
とタンパク質
の相互作用、
バイオマーカ
ーなどの情報
を提供し、バ

イオ医薬品分野の研究者の
情報収集をサポートする。
　年４月には、日本国
内でアカデミック版のリリ
ースも計画している。この
製品に関する問い合わせ
は、化学情報協会（東京都
文京区本駒込６－－４）
で受け付けている。
　＜問い合わせ先＞化学情
報協会情報事業部、電話
－－

　
オ
カ
ム
ラ
（
横
浜
市
西
区

北
幸
１
―
４
―
１
）
の
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
［
ピ
ス
ト
］
＝
写
真

＝
は
、「
ベ
ン
チ（
実
験
台
）」

と「
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
」で
、

は
た
ら
き
心
地
の
よ
い
ラ
ボ

空
間
を
構
築
で
き
る
今
ま
で

に
な
い
ラ
ボ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
「
も
っ
と
よ
い
環
境
で

実
験
し
た
い
」
、
「
研
究
や

実
験
の
テ
ー
マ
に
よ
り
作
業

環
境
を
変
え
た
い
」
、
「
機

器
類
が
多
す
ぎ
て
ス
ペ
ー
ス

が
不
足
し
て
い
る
」
な
ど
ラ

ボ
ワ
ー
カ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
か
ら
誕
生
し
た
。

　
例
え
ば
、
上
下
昇
降
実
験

台
も
組
み
込
み
可
能
で
、
天

板
の
電
動
昇
降
機
能
に
よ

り
、
実
験
内
容
や
作
業
に
合

わ
せ
て
目
線
や
姿
勢
を
変
え

ら
れ
、
安
全
で
信
頼
性
の
高

い
研
究
環
境
を
実
現
す
る
。

　
ま
た
、
座
り
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る
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業
、
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ー
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士
の
確
認
作

業
や
簡
単
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
可
能
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
場
を
つ

く
り
、
は
た
ら
き
方
を
変
化

さ
せ
、
「
気
づ
き
」
を
あ
た

え
る
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パ
ー
テ
ィ
シ
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ン
も
部
屋

を
仕
切
る
だ
け
で
な
く
、
実

験
台
や
棚
な
ど
の
パ
ー
ツ
を

組
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
壁

面
を
実
験
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
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オ
カ
ム
ラ
は
、
「
人
を
想

い
、
場
を
創
る
。」す
べ
て
の

ラ
ボ
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
に
、

は
た
ら
き
心
地
の
よ
い
ラ
ボ

空
間
づ
く
り
を
提
案
す
る
。
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▼
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シ
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ン
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各
種
品

ぞ
ろ
え
）

（＊１）現在、ノンフロン－85℃超低温フ
リーザー「VIP ECO SMART」（品番：MDF－
DU703VHS1）が「ヘルスチェック機能」に
対応。同シリーズのMDF－DU503VHS1も今
年度中に対応予定。今後、対応モデルを順
次、拡充する。

　ＰＨＣバイオメディカ事業部（東京都港区西
新橋３－７－１）は、製薬企業および研究施設
・医療機関向けに、超低温フリーザーやＣＯ
インキュベーターなどの保存・培養機器の稼働
状態を一元管理するクラウド型Ｉo　　Ｔラボ管理
ソリューション「LabSVIFT（ラボスイフト）」＝
写真＝を年２月に発売した。
　この製品は、医薬品や検体の長期保存、細胞
培養などに使用する保存・培養機器と接続し、
機器の稼働データをリアルタイムにクラウドに
連携することで、保存物のより厳格な品質管理
と研究者や施設管理者の業務の効率化に貢献す
るクラウド型ラボ管理ソリューションである。
　＜製品の特長＞
　ＰＨＣ製品だけでなく、他社製品との接続に
も対応。ＰＨＣ製品については、デジタル接
続によって、庫内の温度モニタリングのほか、
ＣＯ・Ｏ濃度や扉開閉、遠隔警報の発報・
解除、アクセスログなど、機器の多様な稼働情
報を取得できる。他社製品とはセンサーを介し
て接続し、温度モニタリングが可能。また、パ
ソコンやモバイル端末からそれぞれの専用アプ
リケーションにアクセスすることで、離れた場
所でもリアルタイムに機器のパフォーマンスが
確認できる。

　Ｉo　　Ｔ対応のＰＨＣ製品との接続では、「ヘ
ルスチェック機能（＊１）」を実現。機器の運
転データなどの測定データをもとに冷却性能の
劣化レベルを診断し、機器の稼働状況や処置方
法をＷe　　bアプリケーション画面に表示する。
予期せぬ機器の故障の発生リスクを低減でき、
庫内の保存物の品質管理をさらに強化できる。

　今回の年会では、一般学術発表は口頭発表件（化学系薬学件、物理系薬学
件、生物系薬学件、環境・衛生系薬学件、医療系薬学件、その他件）、
ポスター発表件（化学系薬学件、物理系薬学件、生物系薬学件、環境
・衛生系薬学件、医療系薬学件、その他件）と過去最大の発表数になって
いるが、その中から注目のトピックスを紹介する。

　◇Batzelladine Cの両エナンチオマーの初の全
合成による(-)-batzelladine Cの絶対配置の修正
（東邦大薬・岳天慈氏）【日会場】
　１回の反応で３つの環を一挙に構築、同時に
エステル基も導入、水を加えればカルボン酸が、
ジオールならハーフエステルを直接合成でき味
変も可能。がん細胞やＨＩＶ日和見感染菌に強
い活性を示す海綿の成分、天然物バツェラジン
Ｃの簡便な合成法ができた。類縁体も簡単に作
れるため、創薬研究への応用が期待される。

　◇共役アレン中間体を経由する新規インドー
ル合成を鍵とした(+)-geissoschizolineの全合成
（千葉大院薬・森上綜介氏）【日会場】
　植物由来の染料「インディゴ」に由来する名
前をもつインドールはアミノ酸や医薬品に含ま
れる重要な骨格のひとつ。今回、インドール骨
格を効率的に合成できる独自に開発した方法を
用いて、アルツハイマー型認知症の治療薬の候
補化合物のひとつである天然物の化学合成に成
功した。

　◇ユーフォルビアロイドＡの全合成（東大院
薬・田口淳一氏）【日会場】
　ユーフォルビアロイドＡは、３次元的に複雑
な炭素骨格上に４種のエステルが密集した構造
の天然物。その全合成は困難であり、これまで
達成例はなかった。これまで蓄積してきた知見
を発展させた独自の合成戦略を開発すること
で、本天然物の世界初の全合成を達成した。

　◇イオン対触媒による効率的なアルデヒドの
アリル化反応（東大院薬・片山友里氏）【日
会場】
　付加価値の高い分子同士を連結できると、分
子の複雑性と多様性を一挙に上昇させることが
できる。今回、光エネルギーを駆動力にするこ
とで、これまで用いることが難しかった複雑な
分子同士を効率的に連結できる触媒を開発し
た。この触媒は、医薬品の開発と合成を強力に
サポートすることが期待される。

　◇円偏光発光を示す新規らせん型フルオレセ
イン系色素の開発と細胞染色への応用（京大院
薬・加賀山愛佳氏）【日会場】

　生体内の微小三次元環境には左右を区別する
キラリティがあり、それを「見る」手段として
キラル発光が注目されている。キラル分子と蛍
光色素を融合させた新しい発光分子を開発し、
ｐＨ応答性などの様々な特徴を持たせることに
成功した。現在、多機能蛍光プローブとしての
可能性を探っている。

　◇麦角アルカロイド生合成における不均化酵
素の発見（静岡県大薬・鈴木亮大氏）【日
会場】
　麦角アルカロイドとは主に麦角菌などが産生
する窒素含有化合物の総称。これらが産生され
る際には同一の共通中間体を経由することが知
られていたが、今回これまでに報告されている
酵素とは全く異なる酵素がこの共通中間体の生
合成を行うことを発見し、その特異な酵素機能
の解明に取り組んだ。

　◇機能性宇宙食の提供を目的としたスーパー
フードの骨芽細胞への影響（神戸女大院・桂莉
奈氏）【日会場】
　近年、新たな宇宙食の材料としてスーパーフ

ードが注目されている。４種類のスーパーフー
ドを用いて骨芽細胞への影響評価を行い、宇宙
食としての可能性を見いだした。

　◇シャペロンを利用する標的タンパク質分解
薬の概念実証と構造活性相関（東北大院生命・
三島祐悟氏）【日会場】
　近年、細胞内の狙ったタンパク質を選択的に
分解する薬の研究が進められており、治療の難
しい病気に対する新薬への応用が期待されてい
る。Hspと呼ばれるタンパク質の働きを利用
し、既存の標的タンパク質分解薬とは異なるメ
カニズムで作用する新手法を開拓し、標的タン
パク質分解薬の可能性を広げた。

　◇キャップ構造を導入した環状ｍＲＮＡによ
る効率的なタンパク質発現（名大院理・福地康
佑氏）【日会場】
　環状ｍＲＮＡは、生体内安定性が高いことか
らｍＲＮＡ医薬への応用が期待されている。課
題として、低い翻訳活性があった。そこで、キ
ャップ構造を共有・非共有結合的に環状ｍＲＮ
Ａに導入することで、この課題を解決した。


